
令
和
五
年
五
月
十
九
日

一

大
分
県
報
（
告
示
・
選
管
委
告
示
）

令

和

五

年

第

四

一

〇

号

五
月
十
九
日

（　金 曜 日　）

目　
　
　
　
　
　
　

次

　
　
　
　
　
　
　

告　
　
　
　
　

示

別
府
港
北
浜
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
使
用
料
の
徴
収
事
務
の
委
託 	

一

別
府
港
県
営
三
号
上
屋
使
用
料
の
徴
収
事
務
の
委
託 	

一

大
分
港
大
在
地
区
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
使
用
料
の
徴
収
事
務
の
委
託 	

一

　
　
　
　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

病
院
の
院
長
等
が
不
在
者
投
票
管
理
者
と
な
る
病
院
等
の
指
定
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正 	

一

　
　
　
　
　
　
　

警
察
本
部
訓
令

大
分
県
警
察
表
彰
規
程
の
一
部
改
正 	

二

　
　
　
　
　
　
　

公　
　
　
　
　

告

契
約
者
等
の
公
示 	

三

土
地
改
良
区
の
役
員
の
就
退
任
（
二
件
） 	

三

県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了 	

五

令
和
五
年
度
狩
猟
免
許
更
新
の
た
め
の
適
性
検
査
及
び
講
習
の
実
施 	

五

開
発
行
為
の
完
了 	

七

○
告　
　
　
　
　

示

大
分
県
告
示
第
二
百
四
十
四
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
別
府
港
北
浜
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
の
港
湾
施
設
の
使
用
に
係
る
使
用
料
の
徴
収
事
務
を
委
託
し
た
。

　
　

令
和
五
年
五
月
十
九
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

一　

受
託
者
の
住
所
及
び
名
称

　
　

山
口
県
宇
部
市
港
町
一
丁
目
十
三
番
五
号

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

㈱
イ
ン
タ
ー
プ
リ
ン
ツ　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

　
　
　

株
式
会
社
サ
サ
キ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

佐
々
木　

勝　

吉

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

大
分
県
告
示
第
二
百
四
十
五
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
別
府
港
県
営
三
号
上
屋
の
使
用
に
係
る
使
用
料
の
徴
収
事
務
を
委
託
し
た
。

　
　

令
和
五
年
五
月
十
九
日

 

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

一　

受
託
者
の
住
所
及
び
名
称

　
　

別
府
市
新
港
町
九
百
四
十
二
番
五
号

　
　
　

株
式
会
社
お
お
い
た
観
光
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

奥　

村　

伸　

幸

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

大
分
県
告
示
第
二
百
四
十
六
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
大
分
港
大
在
地
区
の
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
港
湾
施
設
の
使
用
に
係
る
使
用
料
の
徴
収
事
務
を
委

託
し
た
。

　
　

令
和
五
年
五
月
十
九
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

一　

受
託
者
の
住
所
及
び
名
称

　
　

大
分
市
大
字
大
在
六
番
地

　
　
　

株
式
会
社
大
分
国
際
貿
易
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

代
表
取
締
役
社
長　

藤　

澤　

崇　

資

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

○
選
挙
管
理
委
員
会
告
示



令
和
五
年
五
月
十
九
日

二

大
分
県
報
（
選
管
委
告
示
・
警
察
本
部
訓
令
）

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
六
十
四
号

　

病
院
の
院
長
等
が
不
在
者
投
票
管
理
者
と
な
る
病
院
等
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
昭
和
五
十
年
大
分
県
選

挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

令
和
五
年
五
月
十
九
日

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

一　
　
　

木　
　
　

俊　
　
　

廣　

　

四　

指
定
老
人
ホ
ー
ム
中                                                   

「
社
会
福
祉
法
人
偕
生
会
養
護
老

　

人
ホ
ー
ム
常
楽
荘　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃　

緒
方
町
馬
場
五
七
六
─
一
」
を

「
社
会
福
祉
法
人
偕
生
会
養
護
老

　

人
ホ
ー
ム
常
楽
荘　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃　

緒
方
町
下
自
在
一
二
三
─
一
」
に
、

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
温
水
園　
　
　
　

〃　

〃　

川
北
二
〇
三
七
」
を

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
温
水
園　
　
　
　

〃　

〃　

川
北
一
九
六
四
」
に
改
め
る
。

○
警
察
本
部
訓
令

大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
26号

警　
察　
本　
部　

警　
察　
学　
校　

警　
　
察　
　
署　

　
大
分
県
警
察
表
彰
規
程

（平
成
２
年
大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
４
号

）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る

。

　
　
令
和
５
年
５
月

19日
大
分
県
警
察
本
部
長　

種　
田　
英　
明　

　
別
表
第
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る

。

別
表
第
２

（第
16条

関
係

）

例２　賞詞一級

第一─　号

　　　　賞　　　　詞

　所属

　　階級　氏　　名

君は○○○（功労内容）○○○

○○
その功労は特に多大である

ここにこれを表彰する

　　　　　年　月　日

　　　　大分県警察本部長

　　　　　階級　氏　　名　印

備
考

　
用

紙
の

大
き

さ
は

、
333㎜

×
455㎜

　
　

と
し

、
花

模
様

（
金

色
又

は
ね

ず
み

色
）

　
　

の
縁

飾
り

を
付

け
、

上
部

中
央

に
日

章
　

　
の

図
柄

を
入

れ
る

。

例４　賞　状

第　　号

　　　　賞　　　　状

　部署名

貴○○は○○○（功労内容）○

○○○○

その業績は顕著である

ここにこれを表彰する

　　　　　年　月　日

　　　　大分県警察本部長

　　　　　階級　氏　　名　印

備
考

　
用

紙
の

大
き

さ
は

、
333㎜

×
455㎜

　
　

と
し

、
花

模
様

（
金

色
又

は
ね

ず
み

色
）

　
　

の
縁

飾
り

を
付

け
、

上
部

中
央

に
日

章
　

　
の

図
柄

を
入

れ
る

。

例１　警察功績章

第　　号

　大分県警察

　　階級　氏　　名

君は多年にわたり警察官（警察

職員）として日夜献身的努力を

もって職務に勉励し○○○の分

野において多くの業績をあげ治

安維持に尽くした

その功労は特に顕著である

ここに警察功績章を授与する

　　　　　年　月　日

　　　　大分県警察本部長

　　　　　階級　氏　　名　印

備
考

　
用

紙
の

大
き

さ
は

、
日

本
産

業
規

格
　

　
Ｂ

列
３

番
と

し
、

花
模

様
（

金
色

又
は

　
　

ね
ず

み
色

）
の

縁
飾

り
を

付
け

、
上

部
　

　
中

央
に

警
察

功
績

章
の

図
柄

を
入

れ
　

　
る

。
例３　賞詞二級

第二─　号

　　　　賞　　　　詞

　所属

　　階級　氏　　名

君は○○○（功労内容）○○○

○○
その功労は多大である

ここにこれを表彰する

　　　　　年　月　日

　　　　大分県警察本部長

　　　　　階級　氏　　名　印

備
考

　
用

紙
の

大
き

さ
は

、
333㎜

×
455㎜

　
　

と
し

、
花

模
様

（
金

色
又

は
ね

ず
み

色
）

　
　

の
縁

飾
り

を
付

け
、

上
部

中
央

に
日

章
　

　
の

図
柄

を
入

れ
る

。
例６　感謝状（本部長用）

第　　号

　　　　感　謝　状

　住所

　　氏名（又は団体名）様（殿）

あなた（貴○○）は○○○（功

労内容）○○○警察に協力され

ました

その功労（業績）をたたえここ

に深く感謝の意を表します

　　　　　年　月　日

　　　　大分県警察本部長

　　　　　階級　氏　　名　印

備
考

　
用

紙
の

大
き

さ
は

、
333㎜

×
455㎜

　
　

と
し

、
花

模
様

（
金

色
又

は
ね

ず
み

色
）

　
　

の
縁

飾
り

を
付

け
、

上
部

中
央

に
日

章
　

　
の

図
柄

を
入

れ
る

。

例５　賞　誉

第　　号

　　　　賞　　　　誉

　所属

　　階級　氏　　名

君（貴○○）は○○○（功労内

容）○○○○○

ここにこれを表彰する

　　　　　年　月　日

　　　　大分県警察本部長

　　　　　階級　氏　　名　印

備
考

　
用

紙
の

大
き

さ
は

、
日

本
産

業
規

格
　

　
Ａ

列
３

番
と

し
、

花
模

様
（

金
色

又
は

　
　

ね
ず

み
色

）
の

縁
飾

り
を

付
け

、
上

部
　

　
中

央
に

日
章

の
図

柄
を

入
れ

る
。



令
和
五
年
五
月
十
九
日

三

大
分
県
報
（
警
察
本
部
訓
令
・
公
告
）

○
公　
　
　
　
　

告

　

次
の
と
お
り
契
約
者
等
に
つ
い
て
公
示
す
る
。

　
　

令
和
五
年
五
月
十
九
日

 

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

一　

随
意
契
約
に
係
る
役
務
の
名
称
及
び
数
量

　
　

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
使
用
及
び
サ
ポ
ー
ト　

一
式

二　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

大
分
県
総
務
部
電
子
自
治
体
推
進
室

　
　

大
分
市
大
手
町
三
丁
目
一
番
一
号

三　

随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

　
　

令
和
五
年
四
月
一
日

四　

随
意
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

　
　

富
士
通
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株
式
会
社　

大
分
支
社　

支
社
長　

日　

高　

健　

司

　
　

大
分
市
東
春
日
町
十
七
番
五
十
八
号

五　

随
意
契
約
に
係
る
契
約
金
額

　
　

五
千
三
百
四
十
四
万
九
千
四
百
四
十
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
相
当
額
を
含
む
。
）

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

　
　

随
意
契
約

七　

随
意
契
約
の
理
由

　
　

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三

　

百
七
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
飯
田
土
地

改
良
区
（
玖
珠
郡
九
重
町
）
か
ら
、
退
任
役
員
及
び
就
任
役
員
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届

出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
五
年
五
月
十
九
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

　

（
退
任
役
員
）

例８　賞（所属長用）

第　　号

　　　　　　賞

　所属（係）

　　階級　氏名（又は課名等）

君（貴○○）は○○○（功労内

容）○○○○○

ここにこれを賞する

　　　　　年　月　日

　　　　職

　　　　　階級　氏　　名　印

備
考

　
用

紙
の

大
き

さ
は

、
日

本
産

業
規

格
　

　
Ａ

列
４

番
と

す
る

。

例９　感謝状（部長・所属長用）

第　　号

　　　　感　謝　状

　住所

　　氏名（又は団体名）様（殿）

あなた（貴○○）は○○○（功

労内容）○○○警察に協力され

ました

その功労（業績）をたたえここ

に深く感謝の意を表します

　　　　　年　月　日

　　　　職

　　　　　階級　氏　　名　印

備
考

　
用

紙
の

大
き

さ
は

、
日

本
産

業
規

格
　

　
Ａ

列
３

番
と

し
、

花
模

様
（

金
色

又
は

　
　

ね
ず

み
色

）
の

縁
飾

り
を

付
け

、
上

部
　

　
中

央
に

日
章

の
図

柄
を

入
れ

る
。

例７　賞（部長用）

第　　号

　　　　　　賞

　所属

　　階級　氏名（又は部署名等）

君（貴○○）は○○○（功労内

容）○○○○○

ここにこれを賞する

　　　　　年　月　日

　　　　職

　　　　　階級　氏　　名　印

備
考

　
用

紙
の

大
き

さ
は

、
日

本
産

業
規

格
　

　
Ａ

列
３

番
と

し
、

花
模

様
（

金
色

又
は

　
　

ね
ず

み
色

）
の

縁
飾

り
を

付
け

、
上

部
　

　
中

央
に

日
章

の
図

柄
を

入
れ

る
。

　
　

　
附
　
則

　
こ

の
訓

令
は

、
令

和
５

年
５

月
19日

か
ら

施
行

す
る

。



令
和
五
年
五
月
十
九
日

四

大
分
県
報
（
公
告
）

〃

時　

松　

満　

昭

 　
　

〃　
　

  

大
字
田
野
二
四
九
〇
番
地

〃

甲　

斐　

嘉　

昭

 　
　

〃　
　

  

大
字
田
野
二
〇
〇
九
番
地

監　

事

甲　

斐　

孝　

行

 　
　

〃　
　

  

大
字
田
野
一
七
九
六
番
地

〃

篠　

原　

正　

昭

 　
　

〃　
　

  

大
字
恵
良
四
三
四
番
地
の
一

〃

篠　

原　

光　

子

 　
　

〃　
　

  

大
字
後
野
上
一
一
六
四
番
地
の
一

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
荻
柏
原
土

地
改
良
区
（
竹
田
市
）
か
ら
、
退
任
役
員
及
び
就
任
役
員
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が

あ
っ
た
。

　
　

令
和
五
年
五
月
十
九
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

　

（
退
任
役
員
）

役　

名

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

理　

事

佐　

藤　

慶　

一

竹
田
市
荻
町
新
藤
六
九
番
地

〃

本　

田　
　
　

満

　

〃　

荻
町
馬
場
五
六
三
番
地
一
四
六

〃

小
伏
間　

賢　

司

　

〃　

荻
町
政
所
二
三
八
番
地

〃

倉　

野　

武　

臣

　

〃　

荻
町
宮
平
三
五
七
四
番
地
三

〃

佐　

藤　

賢　

一

　

〃　

荻
町
瓜
作
四
五
五
四
番
地

〃

髙　

橋　

尚　

生

　

〃　

荻
町
恵
良
原
一
九
八
三
番
地
二

〃

徳　

永　

信　

二

　

〃　

荻
町
木
下
六
〇
六
番
地

〃

後　

藤　

幸　

男

阿
蘇
郡
高
森
町
大
字
河
原
一
七
〇
四
番
地
一

〃

倉　

野　

勇　

治

竹
田
市
荻
町
陽
目
六
二
九
番
地
二

〃

吉
良
山　

弘　

幸

　

〃　

荻
町
仏
面
九
六
八
番
地

〃

奥　

村　

英　

一

　

〃　

荻
町
馬
場
一
三
四
四
番
地

〃

荒　

井　

一　

男

　

〃　

荻
町
馬
場
四
八
三
番
地
二

役　

名

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

理　

事

佐
々
木　

清　

和

玖
珠
郡
九
重
町
大
字
後
野
上
二
二
二
三
番
地

〃

甲　

斐　

嘉　

昭

 　
　

〃　
　

  

大
字
田
野
二
〇
〇
九
番
地

〃

佐　

藤　

千　

尊

 　
　

〃　
　

  

大
字
後
野
上
二
一
八
九
番
地

〃

時　

松　

龍　

葊
 　

　

〃　
　

  

大
字
田
野
二
〇
四
七
番
地

〃

佐　

藤　

民　

範
 　

　

〃　
　

  

大
字
後
野
上
一
六
〇
四
番
地

〃

時　

松　

正　

秋

 　
　

〃　
　

  

大
字
田
野
二
四
九
〇
番
地

〃

甲　

斐　

順　

吉

 　
　

〃　
　

  

大
字
田
野
一
九
〇
一
番
地

〃

佐　

藤　

祐
二
郎

 　
　

〃　
　

  
大
字
後
野
上
一
九
七
九
番
地

〃

甲　

斐　

誠　

司

 　
　

〃　
　

  
大
字
田
野
二
〇
〇
七
番
地

〃

斉　

藤　

浩　

司

 　
　

〃　
　

  

大
字
後
野
上
一
六
六
一
番
地
の
二

監　

事

甲　

斐　

孝　

行

 　
　

〃　
　

  

大
字
田
野
一
七
九
六
番
地

〃

佐　

藤　

啓　

二

 　
　

〃　
　

  

大
字
後
野
上
一
八
八
二
番
地

　

（
就
任
役
員
）

役　

名

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

理　

事

佐
々
木　

清　

和

玖
珠
郡
九
重
町
大
字
後
野
上
二
二
二
三
番
地

〃

佐　

藤　

千　

尊

 　
　

〃　
　

  

大
字
後
野
上
二
一
八
九
番
地

〃

田　

邉　

万
壽
夫

 　
　

〃　
　

  

大
字
後
野
上
一
五
八
二
番
地
の
一

〃

田　

邊　

信　

彦

 　
　

〃　
　

  

大
字
後
野
上
一
六
二
五
番
地

〃

佐　

藤　

隆　

雄

 　
　

〃　
　

  

大
字
後
野
上
一
九
五
八
番
地
の
三

〃

甲　

斐　

誠　

司

 　
　

〃　
　

  

大
字
田
野
二
〇
〇
七
番
地

〃

時　

松　

龍　

葊

 　
　

〃　
　

  

大
字
田
野
二
〇
四
七
番
地

〃

甲　

斐　

順　

吉

 　
　

〃　
　

  

大
字
田
野
一
九
〇
一
番
地



令
和
五
年
五
月
十
九
日

五

大
分
県
報
（
公
告
）

監　

事

赤　

峰　

幸　

一

　

〃　

荻
町
政
所
二
三
四
番
地

〃

原　
　
　

眞　

治

　

〃　

荻
町
高
練
木
二
二
六
七
番
地

〃

伊　

丹　

良　

美

　

〃　

荻
町
高
城
九
五
〇
番
地
四

　

（
就
任
役
員
）

役　

名

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

理　

事

佐　

藤　

慶　

一

竹
田
市
荻
町
新
藤
六
九
番
地

〃

太　

田　

住　

夫

　

〃　

荻
町
叶
野
一
二
一
八
番
地

〃

佐　

藤　

久　

成

　

〃　

荻
町
田
代
四
三
一
四
番
地
二

〃

下　

城　

広　

士

　

〃　

荻
町
柏
原
三
〇
六
四
番
地

〃

小　

林　

育　

生

　

〃　

荻
町
恵
良
原
二
一
一
七
番
地
二

〃

清　

松　

輝　

見

　

〃　

荻
町
瓜
作
四
六
三
一
番
地
二

〃

後　

藤　

敬　

三

　

〃　

荻
町
桑
木
一
一
一
二
番
地
三

〃

山　

村　

恭　

二

　

〃　

荻
町
高
城
五
七
五
番
地

〃

徳　

永　

信　

二

　

〃　

荻
町
木
下
六
〇
六
番
地

監　

事

児　

玉　

秀　

朗

　

〃　

荻
町
宮
平
三
六
五
五
番
地
二

〃

後　

藤　
　
　

茂

　

〃　

荻
町
藤
渡
二
六
三
番
地

　

次
の
と
お
り
県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
五
年
五
月
十
九
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

事　
　
　
　

業　
　
　
　

名

着 

手 

年 

月 

日

完 

了 

年 

月 

日

県
営
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
区
画
整
理
）　
（
池
ノ
内
地
区
）

平
二
八
・
一
〇
・　

六

令　

三
・
一
二
・
一
〇

県
営
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
）　
（
池
ノ
内
地
区
）

平
二
八
・
一
〇
・　

六

令　

三
・
一
二
・
一
〇

県
営
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
暗
渠
排
水
）　
（
池
ノ
内
地
区
）

平
三
〇
・　

七
・
一
四

令　

四
・　

四
・
二
〇

県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

（
区
画
整
理
）　
（
山
吹
地
区
）

令　

二
・　

四
・
二
〇

令　

四
・　

三
・
二
四

県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

（
暗
渠
排
水
）　
（
山
吹
地
区
）

令　

二
・　

四
・
二
〇

令　

四
・
一
二
・
二
三

　

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
五

十
一
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
令
和
五
年
度
狩
猟
免
許
更
新
の
た
め
の
適
性
検

査
及
び
講
習
を
実
施
す
る
。

　
　

令
和
五
年
五
月
十
九
日　

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

一　

更
新
対
象
者

　
　

県
内
に
住
所
を
有
し
、
令
和
二
年
度
に
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
者
及
び
更
新
し
た
者

二　

講
習
及
び
適
性
検
査
の
開
催
日
時
及
び
開
催
場
所

更　

新　

対　

象　

者

開　

催　

日　

時

開　

催　

場　

所

大
分
県
東
部
振
興
局
管
内
に

住
所
を
有
す
る
者

九
月
一
日
（
金
）
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

杵
築
市
猪
尾

杵
築
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

九
月
五
日
（
火
）
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

国
東
市
国
東
町
鶴
川

ア
ス
ト
く
に
さ
き

九
月
七
日
（
木
）
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

別
府
市
上
野
口
町

別
府
市
役
所

大
分
県
中
部
振
興
局
管
内
に

住
所
を
有
す
る
者

九
月
五
日
（
火
）
午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

由
布
市
庄
内
町
柿
原

由
布
市
役
所
庄
内
庁
舎

九
月
六
日
（
水
）
午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

臼
杵
市
大
字
臼
杵
浜

臼
杵
市
中
央
公
民
館

九
月
七
日
（
木
）
午
前
九
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

大
分
市
大
手
町

大
分
県
庁
舎
本
館



令
和
五
年
五
月
十
九
日

六

大
分
県
報
（
公
告
）

大
分
県
南
部
振
興
局
管
内
に

住
所
を
有
す
る
者

九
月
六
日
（
水
）
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

佐
伯
市
向
島

佐
伯
市
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
和
楽

大
分
県
豊
肥
振
興
局
管
内
に

住
所
を
有
す
る
者

九
月
一
日
（
金
）
午
前
九
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

竹
田
市
久
住
町
大
字
久
住

く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
（
久
住
公
民
館
）

九
月
七
日
（
木
）
午
前
九
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

豊
後
大
野
市
清
川
町
砂
田

豊
後
大
野
市
神
楽
会
館

大
分
県
西
部
振
興
局
管
内
に

住
所
を
有
す
る
者

九
月
五
日
（
火
）
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

日
田
市
城
町

大
分
県
日
田
総
合
庁
舎

九
月
六
日
（
水
）
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

日
田
市
城
町

大
分
県
日
田
総
合
庁
舎

九
月
八
日
（
金
）
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

玖
珠
郡
玖
珠
町
大
字
塚
脇

玖
珠
総
合
庁
舎

大
分
県
北
部
振
興
局
管
内
に

住
所
を
有
す
る
者

九
月
一
日
（
金
）
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

宇
佐
市
大
字
法
鏡
寺

大
分
県
宇
佐
総
合
庁
舎

九
月
五
日
（
火
）
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

中
津
市
中
央
町

大
分
県
中
津
総
合
庁
舎

県
内
に
住
所
を
有
す
る
者

九
月
十
四
日
（
木
）
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で

大
分
市
大
手
町

大
分
県
庁
舎
新
館

三　

狩
猟
免
許
更
新
申
請
書
の
受
付
期
間
及
び
受
付
時
間

　

１　

受
付
期
間

　
　
　

令
和
五
年
八
月
九
日
（
水
）
か
ら
同
月
二
十
二
日
（
火
）
ま
で
。
た
だ
し
、
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び

祝
日
を
除
く
。
電
子
申
請
期
間
は
同
月
一
日
（
火
）
か
ら
同
月
十
三
日
（
日
）
ま
で
。

　

２　

受
付
時
間

　
　
　

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
。
た
だ
し
、
午
前
十
二
時
か
ら
午
後
一
時
を
除
く
。

（
電
子
申
請
は
二
十
四
時
間
可
能
）

四　

更
新
手
続

　
　

紙
申
請
と
電
子
申
請
の
い
ず
れ
か
を
選
ん
で
申
請
す
る
こ
と
。

　
　

電
子
申
請
手
続
の
詳
細
に
つ
い
て
は
大
分
県
農
林
水
産
部
森
と
の
共
生
推
進
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲

載
す
る
。

　
　

狩
猟
免
許
更
新
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
え
、
申
請
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
振
興
局
に
提
出
す
る
こ

と
。

　

１　

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令

第
二
十
八
号
）
第
四
十
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
医
師
の
診
断
書
（
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締

法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
銃
砲
の
所
持
許
可
を
現
に

受
け
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
所
持
許
可
証
の
写
し
）　

一
部

　

２　

写
真　

一
葉
（
申
請
前
六
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
縦
の
長
さ

三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
と
し
、
裏
面
に
氏
名
及
び
撮

影
年
月
日
を
記
載
す
る
こ
と
。
）

　

３　

返
信
用
封
筒
（
八
十
四
円
切
手
を
貼
り
付
け
、
宛
先
を
明
記
し
た
も
の
）

五　

狩
猟
免
許
更
新
申
請
手
数
料

　
　

二
千
九
百
円
（
狩
猟
免
許
更
新
申
請
書
に
二
千
九
百
円
分
の
大
分
県
収
入
証
紙
等
を
貼
り
付
け
て
提
出

す
る
こ
と
。
又
は
電
子
納
付
を
証
す
る
も
の
を
添
付
す
る
こ
と
。
）
た
だ
し
、
申
請
書
を
提
出
す
る
日
前

一
年
以
内
の
期
間
に
、
大
分
県
内
で
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
従
事
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
手
数
料
を
徴
収
し
な

い
。

六　

受
験
票

　

１　

狩
猟
免
許
更
新
申
請
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
申
請
者
に
受
験
票
を
送
付
す
る
。

　

２　

講
習
及
び
適
性
検
査
の
当
日
は
、
必
ず
受
験
票
を
持
参
す
る
こ
と
。

七　

講
習
及
び
適
性
検
査
の
内
容

　

１　

講
習
の
内
容

　
　

（一）　

鳥
獣
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
令
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

（二）　

鳥
獣
の
判
別
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

（三）　

猟
具
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

（四）　

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

　

２　

適
性
検
査
の
内
容

　
　

（一）　

視
力

　
　

（二）　

聴
力

　
　

（三）　

運
動
能
力

八　

狩
猟
免
状
の
交
付

　
　

講
習
を
受
講
し
、
か
つ
、
適
性
検
査
に
合
格
し
た
者
に
対
し
て
狩
猟
免
状
を
交
付
す
る
。

九　

そ
の
他

　

１　

三
に
掲
げ
る
受
付
期
間
で
の
申
請
を
原
則
と
す
る
が
、
災
害
そ
の
他
次
に
掲
げ
る
や
む
を
得
な
い
事



令
和
五
年
五
月
十
九
日

七

大
分
県
報
（
公
告
）

由
で
当
該
期
間
中
に
申
請
で
き
な
か
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
由
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
旨
を
証

す
る
書
類
を
添
え
、
各
講
習
日
の
二
日
前
ま
で
に
住
所
地
を
管
轄
す
る
振
興
局
へ
狩
猟
免
許
更
新
申
請

書
を
提
出
し
た
場
合
に
限
り
、
申
請
を
受
理
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

（一）　

海
外
旅
行
を
し
て
い
た
こ
と
。

　
　

（二）　

病
気
に
か
か
り
、
又
は
負
傷
し
て
い
た
こ
と
。

　
　

（三）　

法
令
の
規
定
に
よ
り
身
体
の
自
由
を
拘
束
さ
れ
て
い
た
こ
と
。

　
　

（四）　

社
会
の
慣
習
上
又
は
業
務
の
遂
行
上
や
む
を
得
な
い
緊
急
の
用
務
が
生
じ
て
い
た
こ
と
。

　

２　

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
大
分
県
農
林
水
産
部
森
と
の
共
生
推
進
室
又
は
各
振
興
局
農
山
漁
村
振
興

部
若
し
く
は
農
山
村
振
興
部
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

　

３　

狩
猟
免
許
更
新
申
請
書
は
、
各
振
興
局
に
備
付
け
の
用
紙
を
使
用
す
る
こ
と
。

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開
発
区
域
の

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
検
査
済
証
を
交
付
し
た
。

　
　

令
和
五
年
五
月
十
九
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

一　

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

　
　

速
見
郡
日
出
町
大
字
川
崎
字
左
場
代
五
千
六
百
五
十
六
番
四
ほ
か
百
十
筆
及
び
五
千
六
百
四
十
八
番
四

十
三
ほ
か
三
筆
の
各
地
先
里
道
並
び
に
字
丸
尾
五
千
六
百
三
十
八
番
ほ
か
一
筆
及
び
五
千
六
百
十
番
一
ほ

か
一
筆
の
各
地
先
里
道

二　

開
発
区
域
の
面
積

　
　

三
万
千
七
十
六
・
五
六
平
方
メ
ー
ト
ル

三　

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
名
称
・
氏
名

　
　

広
島
県
広
島
市
中
区
八
丁
堀
十
四
番
四
号
Ｊ
Ｅ
Ｉ
広
島
八
丁
堀
ビ
ル
六
Ｆ

　
　
　

株
式
会
社
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ン
ワ

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

中　

川　

正　

彦

四　

完
了
検
査
年
月
日

　
　

令
和
五
年
四
月
二
十
四
日


